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男
七
〇
・
｝
七
才
、
女
七
五
・
五
八
才
こ
れ
は
昭
和
四
十
六
年
の
日

本
人
の
平
均
寿
命
で
す
。

　
昭
和
三
十
年
の
男
六
三
⊥
ハ
O
才
、
女
六
七
・
七
五
才
に
比
べ
る
と

実
に
七
～
八
才
も
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
平
均
寿
命
の
伸
び
に
と
も
な
い
、
高
令
人
口
も
年
々
増
え

つ
づ
け
高
令
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
日
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

『
老
人
福
祉
』
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

『
幸
せ
な
老
後
を
送
る
た
め
に
、
老
人
と
家
庭
、
老
入
と
社
会
と
の
関

係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
不
安
は
●
●
・

　
お
年
寄
り
が
毎
日
の
生
活
を
送
っ

て
い
く
う
え
で
、
い
や
な
思
い
を
す

る
原
因
と
し
て
次
の
事
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

6
　
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
基
盤
で
あ

　
る
“
家
”
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

　
こ
と
。

O
　
核
家
族
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
。

日
　
家
族
の
つ
な
が
り
が
、
う
す
く

　
な
っ
て
き
た
こ
と
。

　
こ
れ
ら
を
如
何
に
解
決
し
、
老
後

の
暮
し
を
楽
し
く
す
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
老
人
福
祉
対
策
」
は
白
石
市
の

最
重
点
施
策
に
な
っ
て
お
り
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
老
令
者
医

療
費
助
成
制
度
や
、
保
健
医
療
制
度

の
充
実
、
老
人
福
祉
年
金
の
支
給
や
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
ね
た
き
り

老
人
対
策
、
寝
具
の
貸
与
、
老
人
ク

ラ
ブ
ヘ
の
助
成
な
ど
地
域
社
会
交
流

対
策
、
高
令
者
大
学
の
開
校
に
よ
り

趣
味
や
、
学
習
の
場
の
提
供
な
ど
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
老
人
福
祉
対
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
老
人
福
祉
対
策
は
、
ひ
と
り
老
人

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
や
が
て
く

る
自
分
の
老
後
の
問
題
と
な
る
も
の

で
す
。

　
全
市
民
一
丸
と
な
り
老
人
福
祉
を

確
立
す
る
た
め
に
努
め
ま
し
よ
う
。

　
憩
い
の
家

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
老
人
の
健
康
の
保
持
及
び
教
養
の

向
上
を
図
り
老
人
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十

七
年
に
建
設
し
て
以
来
、
老
人
相
互

の
親
睦
と
理
解
を
深
め
る
憩
の
場
と

し
て
数
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ

る
、
各
種
の
教
養
、
娯
楽
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
ひ
ろ
く
老
人

の
方
々
の
参
加
を
望
ん
で
お
り
、
市

で
は
そ
の
育
成
、
助
成
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。

“
老
人
家
庭
奉
仕
員
の

　
　
　
巡
　
回
奉
仕
”

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ
り

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
六
十
五
才

以
上
の
低
所
得
の
方
を
対
象
と
し
て
、

老
人
の
家
庭
に
必
要
な
相
談
ま
た
は

助
言
、
衣
類
、
寝
具
の
洗
た
く
や
補

修
、
食
事
等
の
世
話
、
家
の
内
外
の

掃
除
、
整
理
、
整
と
ん
、
身
の
回
り

の
世
話
や
介
護
等
家
事
の
負
担
を
軽

減
し
、
ま
た
は
障
害
者
に
明
る
い
希

望
を
与
え
る
た
め
に
、
四
人
の
家
庭

奉
仕
員
が
、
二
十
四
世
帯
を
巡
回
奉

仕
し
て
お
り
ま
す
。

“
愛
の
訪
間
員
制
度
”

　
六
十
五
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
老

人
が
、
市
内
に
九
十
一
人
お
り
ま
す
。

そ
の
人
達
が
、
安
心
し
て
暮
せ
る
よ

う
に
隣
近
所
の
方
の
協
力
に
よ
っ
て

愛
の
訪
問
員
制
度
（
愛
の
訪
問
員
は
、

一
日
一
回
以
上
老
人
を
訪
問
し
、
対

話
を
通
じ
て
孤
独
感
の
解
消
を
は
か

り
、
日
常
生
活
に
異
状
を
認
め
た
と

き
は
直
ち
に
市
に
通
報
す
る
。
）
を

つ
く
り
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

“
年
一
回
老
人
健
康
診
査
を

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
”

　
六
十
五
才
以
上
の
老
人
を
対
象
に

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の

予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
よ
り
よ
い
健
康
保
持
が
ね
ら
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
健
康
診
査
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。
近
く
で
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

“
老
人
医
療
費
無
料
化

　
　
手
続
き
は
お
済
で
す
か

　
七
十
才
以
上
（
六
十
五
才
以
上
の

ね
た
き
り
老
人
等
）
の
老
人
に
医
療

費
を
公
費
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
以
上
各
種
の
制
度
等
に
つ
い
て
ご

不
審
の
点
は
福
祉
事
務
所
へ
ご
相
談

下
さ
い
。
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9月21日～30日

　
海
に
、
山
に
、
真
黒
に
日
焼
け
し
て
元
気
に
過
ご
し
た

夏
休
み
が
終
り
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
子
供
達
や
、
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
運
動
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
事
故

防
止
、
特
に
こ
ど
も
（
幼
児
及
び
小

学
校
児
童
）
と
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
こ
と
を
重
点
と
し
て
、
次
の

施
策
を
中
心
に
、
交
通
事
故
防
止
対

策
を
徹
底
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

0
生
活
道
路
網
整
備
対
策
の
推
進

O
交
通
安
全
教
育
の
充
実

　
歩
行
者
事
故

　
本
市
の
四
十
八
年
の
全
歩
行
者
事

故
は
、
五
十
六
件
で
前
年
に
比
べ
一

件
減
、
そ
の
う
ち
死
亡
者
は
二
十
二

人
で
七
件
も
増
え
て
お
り
、
今
後
の

安
全
対
策
の
上
で
重
視
す
べ
き
で
し

よ
う
。

が
多
く
、
保
護
者
の
一
層
の
注
意
と

協
力
を
望
む
も
の
で
す
。

小
学
生
の
事
故

　
低
学
年
は
全
般
的
に
歩
行
中
の
事

故
が
多
く
、
高
学
年
は
自
転
車
乗
用

中
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

老
人
と
子
ど
も
の
事
故

年
度

区
分

昭
和
48
年

昭
和
47
年

幼
児

1919

小
学

生1512

生中
　学

1410

老
人

3026

こ
ど
も
の
事
故

　
こ
ど
も
の
事
故
で
幼
児
の
事
故
が
、

一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
と
び
出
し
」
　
「
車
の
か
げ
か
ら
の

直
前
、
直
後
横
断
」
　
「
登
下
校
（
園

）
中
」
　
「
保
護
者
同
伴
中
」
の
事
故

r
⑦
お

　
　
0

0　　
　
0

鰯7綱㎜o
さわやかな秋を　無事故で
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脚醐解解解岬卿亜嫡嫡題箇話の即岬　斗画

岬即鐸禰繭 4
　
魂
　
　
魂
　
4　　白石市黙青少年の家“

　子ども会や、青少年グループサ

野外活動の施設で、市民に無料で1

おります。

去る8月7日、8日キャンプの1

小原の自然のなか“臼石市青少年1

行われました．

の
て

ル
し

ク
放

一
開

サ
で

プ
料

一
無

ル
に

グ
民

年
市

少
　
、

青
で

、
設

や
施

会
の

ξ
解解解蝉解解繭鞘話題岬脚

蕊灘罐騨参加唯

の匿脚脚押一一一街　の
言舌

題
憲

　　　新鮮な野薮z　コ
　　　　　嘱珀原よ殖接

　　　開拓パイロット事業（福岡八宮地内）～

　　して、市、県、国の指導のもとに、山間音

　　を耕地に72ha開拓して農産物の生産に励ノ

　　でおります。

　　　まるまると実った馬鈴薯、南爪、大根孚

　　を9月8日恒例の歩行者天国に、産地直塑

　　即売をします。

題窺7一サ胸り罰翠＿　　 鞠跡碕碧鰍岬

蝶咳

講，

撚
，
藩

磯聡
ご

話
　
題
鴇
鴇
召
鴇
鴇
葛
鴇
鴇
鴇
鴇
鴇
鴇
縛

話の　画亀

即鐸岬即即毬

一
イ

下
紐

⑤

の
石

　
白
石
市
史
編
纂
委
員

　
旧
越
河
村
は
旧
藩
時
代
の
越
河
・

五
賀
・
平
の
三
力
村
が
合
併
し
た
村

で
あ
る
が
、
こ
の
地
は
、
東
北
地
方

が
「
み
ち
の
く
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

古
代
か
ら
、
交
通
軍
事
の
要
衝
を
占

め
て
い
た
重
要
地
点
で
あ
る
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
現
在
、
福
島
と

の
県
境
か
ら
約
五
十
米
ほ
ど
手
前
の

国
道
四
号
線
の
東
側
に
立
っ
て
い
る
、

　
幅
三
尺
、
長
さ
六
尺
ほ
ど
の
下
紐

の
石
の
写
真
で
あ
る
。

　
こ
の
付
近
は
臼
河
付
近
に
次
ぐ
、

み
ち
の
く
の
阻
路
で
、
十
一
世
紀
に

は
既
に
「
下
紐
の
関
」
が
置
か
れ
て

お
り
、
「
新
後
拾
遺
和
歌
集
」
所
収
の

和
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

関
の
名
称
は
、
こ
の
石
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
後
に
用
明
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
き

皇
に
な
ら
れ
た
橘
豊
日
尊
の
后
、
玉

世
媛
が
都
へ
上
る
道
す
が
ら
、
に
わ

か
に
産
気
づ
き
、
こ
の
石
の
上
で
下

紐
を
と
い
て
、
皇
子
を
生
ん
だ
と
い

う
伝
承
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ

の
関
所
の
跡
地
の
所
在
は
定
か
で
な

い
が
、
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
地
は
、
歴
史
の
大
き
な
曲
角

の
際
に
は
、
い
つ
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
大
切
な
所
で
あ
る
。

　
即
ち
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

飯
沼
寅
治

源
頼
朝
の
平
泉
征
伐
の
際
の
厚
樫
山

の
大
激
戦
の
古
戦
場
跡
で
、
こ
こ
で

戦
功
を
た
て
た
、
伊
達
朝
宗
（
仙
台

藩
祖
政
宗
の
十
七
代
前
の
先
祖
）
は

戦
後
に
伊
達
地
方
に
移
り
住
ん
で
大

勢
力
と
な
っ
た
し
、
臼
石
氏
の
初
代

の
秀
長
も
手
柄
を
た
て
、
刈
田
氏
の

旧
領
を
受
け
つ
い
だ
と
い
う
。

　
ま
た
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関

ケ
原
合
戦
に
関
連
し
、
政
宗
が
臼
石

城
を
攻
略
後
に
、
福
島
地
方
へ
進
撃

し
た
が
、
上
杉
勢
の
反
撃
に
あ
い
、

越
河
ま
び
押
し
返
さ
れ
、
宿
場
町
は

戦
火
を
浴
び
て
焼
失
し
た
と
い
う
。

　
旧
藩
時
代
の
初
に
は
、
宿
場
町
の

中
の
西
側
に
、
正
徳
五
年
（
一
七
一

五
）
か
ら
は
、
こ
の
藩
境
の
地
に
越

河
番
所
が
設
け
ら
れ
、
南
の
関
門
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
明
治
維
新
（
一

八
六
八
）
に
は
、
仙
台
藩
主
の
御
仮

屋
の
あ
っ
た
こ
の
宿
場
町
は
、
戊
辰

戦
争
の
拠
点
と
し
て
片
倉
家
の
軍
勢

が
守
り
を
固
め
、
国
境
に
は
、
大
砲

な
ど
も
据
え
つ
け
た
と
伝
え
ら
れ
る

が
、
現
在
、
高
寺
山
に
ニ
カ
所
だ
け

そ
の
跡
ら
し
い
所
が
残
っ
て
い
る
。

現
在
も
こ
の
地
は
「
新
幹
線
」
　
「
縦

一5一ソ連の無人月ロケット月に命中（昭和34年9月14日）
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議
大鷹沢中3年

佐久間好則君

の　作　品

歌
会
始
の
お
題
『
祭
』
に
定
ま
る

●
こ
の
ペ
ー
ジ
は
み
な
さ
ん
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
戸
を
お
送
り
く
だ
さ
い

お
母
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん
に
牛
乳
を
無
料
で

ジ
健
灘
難
鞍
舞

墜　　
給
し
て
お
り
ま
す
。

ぺ
妊
産
婦
の
健
康
を
守
り
乳
児

　
吻
を
健
全
に
育
成
す
る
目
的
で
支

誉
給
さ
れ
る
も
の
で
す
．

葱
旋
讃
灘
灘
訪
貯

砺
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
限
ら
れ

　
　
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
受
給
資
格

　
　
妊
婦
”
申
請
の
翌
月
か
ら
出
産

　
　
　
　
　
の
月
末
ま
で

　
　
産
婦
阻
出
産
の
翌
月
か
ら
三
カ

　
　
　
　
　
月
間

　
　
乳
児
”
生
後
満
四
カ
月
か
ら
む

　
　
　
　
　
こ
う
九
カ
月
間

申
請
の
方
法

母
子
栄
養
食
品
支
給
申
請
書

（
衛
生
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま

す
）
に
、
母
子
手
帳
を
添
え
て
衛
生

課
ま
た
は
、
各
出
張
所
（
分
室
）
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

　
支
給
方
法

　
毎
月
一
日
衛
生
課
ま
た
は
、
各
出

張
所
（
分
室
）
に
お
い
て
、
そ
の
月

の
牛
乳
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
産
桝

　
　
鯵
▽

　
昭
和
五
十
年
歌
会
始
め
の
お
題
は

「
祭
り
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
句
に
「
祭
（
さ
い
）
」
と
よ
み

込
ん
で
も
よ
く
、
活
用
形
と
し
て
用

い
て
も
よ
い
。
ま
た
「
祀
（
ま
つ
る

）
」
と
い
う
文
字
を
用
い
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詠
進
歌
の
要
領
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

e
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人

　
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

　
り
ま
す
。

⇔
　
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

　
紙
が
よ
い
）
と
し
、
，
毛
筆
で
自
書

　
し
て
く
だ
さ
い
。

日
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

　
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
書
い
た

　
別
紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

四
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

　
し
て
、
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左

　
半
面
に
住
所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

　
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日
及
び

　
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

㈲
詠
進
の
期
間

　
　
本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一

　
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

　
消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の

　
を
有
効
と
し
ま
す
。

㊨
郵
便
の
あ
て
先

　
　
「
㎜
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

　
一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封

　
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

　
く
だ
さ
い
。

働
く
あ
な
た
の
す
ま
い

、
．
■
　
　
　
　
■
■
0
●
1
噂
■
■

’
■
陶

剛
■
’

一
■
、

．
…
…
．
雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
で
き
る
方
は

▼
　
常
用
労
働
者
で
住
宅
に
お
困
り

　
の
世
帯
者
で
あ
れ
ば
入
居
で
き
る

▼
　
転
勤
さ
れ
て
住
宅
に
お
困
り
の

方
▼
　
現
在
の
住
所
が
通
勤
に
不
便
、

あ
る
い
は
立
退
要
求
を
受
け
て
、

　
お
困
り
の
方

支
払
能
力
が
あ
る
方

　
の
扶
養
親
族
と
同
居
す
る
方

家
賃
、
敷
金
は

▼
　
家
賃
月
額
七
、
九
〇
〇
円

▼
　
月
収
が
四
万
円
以
上
で
家
賃
の

▼
　
扶
養
親
族
を
有
し
、
就
職
後
そ

灘
鑛
鑛
灘

　
　
　
情
報
化
時
代

　
情
報
化
時
代
を
む
か
え
て
お
り
ま

す
昨
今
、
私
達
は
情
報
の
波
に
押
し

流
さ
れ
そ
う
で
す
。

　
産
業
に
つ
い
て
も
石
油
産
業
か
ら

情
報
化
産
業
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

情
報
化
産
業
は
基
礎
的
な
機
能
よ
り

サ
ー
ビ
ス
面
に
ウ
エ
ー
ト
が
お
か
れ
、

益
々
ぜ
い
沢
化
し
て
い
く
こ
と
で
し

よ
う
。

　
例
を
自
動
車
に
と
っ
て
見
る
と
、

走
る
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
よ
り
、

型
や
色
彩
、
そ
の
他
附
属
的
な
も
の

に
金
を
か
け
、
ま
た
食
品
で
は
材
料

を
買
っ
て
家
庭
で
料
理
し
て
い
た
も

の
が
、
加
工
さ
れ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

に
な
り
、
色
、
匂
い
、
形
、
容
器
等

に
力
が
は
い
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
私
達
は
情
報
を
正
し
く
と
ら
え
、

本
質
は
何
で
あ
る
か
を
見
極
め
、
情

報
の
処
理
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
　
（
消
費
生
活
相
談
員
）

▼
　
敷
金
は
家
賃
の
ニ
カ
月
分
に
相

　
当
す
る
額

　
住
宅
の
間
取
り
は

▼
　
一
戸
当
り
六
畳
、
四
、
五
畳
、

一6一
明神礁が爆発して新島に（昭和27年9月17日）
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⑥藝

◎

◎

　
人
材
の
確
保
に
は
、

職
金
制
度
の
完
備
が
賃
金

問
等
に
劣
ら
ず
不
可
欠
で
す
。

企
業
に
お
い
て
は
、

重
要
性
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、

力
あ
る
制
度
を
企
業
独
自
で
作
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
で
し
た
。
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
こ
の
よ
う

な
中
小
企
業
の
た
め
に
、
国
の
援
助

で
大
企
業
な
み
の
退
職
金
が
支
給
で

き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
作
ら
れ
、

国
か
ら
補
助
金
の
出
て
い
る
唯
一
の

退
職
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
、
内
容
の
充
実
し
た
退
職
金

制
度
を
確
立
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

藝
　
藝

　
　
魅
力
あ
る
退

　
　
　
・
労
働
時

　
　
　
　
　
中
小

退
職
金
制
度
の

　
　
　
　
　
　
魅

◎

し

藝
、
藝
　
藝

　
◎
制
度
の
し
く
み

　
事
業
主
が
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
団
と
退
職
金
共
済
契
約
を
結
び
、

毎
月
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
掛
金
を

お
近
く
の
金
融
機
関
に
納
め
ま
す
。

事
業
団
は
従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
、

所
定
の
退
職
金
を
直
接
そ
の
退
職
し

た
従
業
員
に
支
払
い
ま
す
。

　
◎
制
度
の
特
色

　
一
、
軽
い
負
担
で
有
利
な
給
付

　
毎
月
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
将
来
多

額
の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま
す
。

掛
金
を
三
年
以
上
掛
け
る
と
、
退
職

金
に
国
庫
か
ら
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

　
ま
た
掛
金
は
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
ど
し
て
全
額
免
税
の
特
典
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
、
安
全
・
確
実

　
こ
の
制
度
は
政
府
関
係
機
関
で
あ

る
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
団
が

運
営
し
て
い
る
国
の
制
度
で
す
の
で

こ
の
制
度
で
退
職
金
制
度
を
作
れ
ば
、

労
使
と
も
安
心
で
き
ま
す
。

　
三
、
手
　
軽

　
掛
金
を
お
近
く
の
金
融
機
関
に
払

い
込
ん
で
お
く
だ
け
で
、
資
金
の
管

理
、
退
職
金
の
支
払
い
ま
で
、
す
べ

て
事
業
団
が
行
な
い
ま
す
の
で
、
事

務
の
手
間
も
省
け
、
手
軽
に
利
用
で

き
ま
す
。

　
四
、
融
　
資

　
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
企
業

は
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
施
設
を
つ

く
る
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、
市
商
工
観
光
課
、
商
工
会

議
所
又
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　〃　　　　　　　　　〃

マ　、マ下、　　、　ノ、、

先、弥治郎

大綱、芹沢、八宮

東、北、南、西下、西上、山
根、下原、山の下

川原子、沼、不忘、蔵王、三住

清水小路、寿町、柳町、鷹巣

第1、第2
第3、第4、郡山、上郡山、
小下倉、沖区

　　　・…　注意事項・一・
1，火気のある所で使用しないこと。

2，食器、飼料、おもちや等に直接かけないように

　　すること。

3．消毒に従事される方は、必らずマスク等使用す

　　ること

4．作業終了後は石ケン等で、手、足、顔等をよく

　　洗うこと。

　
　
馬
和
四
十
九
年
度
1
1
1
　
1
1

　
　
　
、
］
市
職
員

　
昭
和
四
十
九
年
度
白
石
市
職
員
を

次
の
要
領
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
▼
職
種
及
び
採
用
人
員

上
級
職

上
級
職

中
級
職

中
級
職

初
級
職

初
級
職

初
級
職

行
政
事
務

技
術
土
木

保
　
　
母

幼
稚
園
教
諭

一
般
事
務

一
般
事
務

技
術
土
木

男女男女女男男

三三七六五二二

名名名名名名名

秋の一斉消毒日程

別区施実地区曜月日

区全越河水9，18

〃〃斎　IIl木19

〃〃大平金20

　〃　　　　　〃
町、田町、　町、　町、

町、亘理町

呈ケ　　、　 、r

岡、東蓋岡

　全　　区

大鷹沢土21

白石日22

〃〃〃〃

白　月1火24

！」・原水25

福岡木26

〃

〃

〃

〃

〃

金

〃

27

〃〃土28

臼石
自石
福岡

日29

〃〃

　
▼
受
験
資
格

上
級
職
　
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

の
出
生
者
で
大
学
卒
程
度
以
上
の
者

中
級
職
　
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
の

出
生
者
で
保
母
の
資
格
又
は
幼
稚
園

教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者
（
資
格
取

得
見
込
み
の
者
を
含
む
）

初
級
職
　
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

の
出
生
者
で
高
校
卒
業
者
並
見
込
者

　
▼
第
［
次
試
験

試
験
種
目
　
上
級
、
中
級
、
初
級
職

と
も
教
養
試
験
及
び
、
作
文
試
験

試
験
日
　
十
月
二
十
三
日
　
水
曜
日

　
▼
第
二
次
試
験

1

募
集
、
－
ー
ー

　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
人
物

　
試
験
を
行
う
。

　
▼
受
験
手
続

受
験
申
込
み
　
受
験
申
込
用
紙
は
、

秘
書
企
画
課
人
事
係
に
備
え
て
あ
る
。

申
込
受
付
期
問
　
九
月
二
日
午
前
八

時
半
か
ら
九
月
三
十
日
正
午
ま
で

　
▼
お
間
い
合
わ
せ

　
白
石
市
桜
小
路
三
十
五

　
白
石
市
役
所

　
　
秘
書
企
画
課
　
人
事
係

郵
便
の
場
合
は
、
返
信
切
手
を
貼
付

し
て
下
さ
い
。

｝　　　　　　　　　家屋調査　ξ

　　　　　　　　昭和49年1月2日から翌年1　　

　　　　　　　　月1日までの新築並びに、増改

　　　　　　　　　築家屋の調査を行います。

、刈し・　この調査は固定資産税の課
税対象を把握するもので、9
月中旬頃から市内全戸の家屋

調査を行うため係員が伺いま

すから、ご協力下さい。税務課

一7一

口

9

匡i亟i］小学校通信簿に・一5方式を採用（昭和3・年9月2・日
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団
国
闘
田
（
内
線
二
9
番
）

　
妊
婦
相
談

該
当
者
　
8
月
届
出
の
者

日
　
時
　
9
月
1
0
日
　
午
後
1
時

場
所
市
民
会
館

三
カ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
時

対
　
象

地
　
区

5
月
1
目
～
31
日
ま
で
の

出
生
者

9
月
5
日
　
午
後
1
時

場地対日
所区象副

　　　●
白一9石白月
保　 12

健石日●
所　　 1

越
河
・
斎
川
・
大
平

大
鷹
沢
・
白
川

福
　
岡
・
小
原

　
　
　
　
　
　
●

六
カ
月
児
検
診

午
後
1
時

地
　
区

該
当
者
　
昭
和
4
9
年
3
月
出
生
者

日
　
時
　
9
月
1
9
日
　
午
後
1
時

灘
｛
薯
地
区

隆
冒
今
月
の
納
税
垂
垂
甲
三
一
富
霊
一
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
」

㎜
固
定
資
産
税
第
三
期
購

劉
甕
≡
…
兎
納
に
ご
協
力
下
さ
い
噺

地対日

区象時
　　　　●

一9福大越月
　鷹　26
岡沢河日●

小白斎午
原川川後
　　　1●
　　大時1
　　平　1

場
　
所
市
民
会
館

十
一
一
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
8
月
出
生
者

日
　
時
　
9
月
11
日
　
午
後
1
時

場
所
市
民
会
館

三
才
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
6
年
3
月
1
日
～
31

　
　
　
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
9
月
2
4
日
　
午
後
12
時
3
0

　
　
　
分
～
1
時
ま
で
受
付

場
所
白
石
保
健
所

健
　
康
相
　
啖

自
動
血
圧
計
で

目
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宮城医院⑤2062
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休日当養
曜　内　　科
日　芭　　医院⑤2410

日　水野医院⑤2735

日　柿崎医院⑤2210

休亘理　院52355
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祝引地院52036
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日
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齎
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月

百

岡臼石市の人・8月1日現在9，841世帯男2・．・19人女21．321人計41．34・人



※個人競技（1人1種目）
⑫100m（男女）

⑬宝さがし（男女）

⑭借リもの競走

⑮パン食い競走

⑯障害物競走

※団体演技

⑰マスゲーム

　　⑱民謡おどり
10．注　意
　（1）年令はかぞえ年とするo

タイムレースとするo決勝は行なわないo

O　高校，大学，一般

○小学生（各地区男女2名以内出場できるo男女別に編成）

○　中学生（小学生と同じ）

60才以上封筒の中の紙に書いてある宝（2ケ所）を探し，それを

もってゴールする（競技はトラックで距離は60苗）

女子年令制限なし，封筒の中の紙に書いてあるものを場内から借’

りてゴールする（人物は除く）

男女別年令制限なし，後手にフーセン両手に持ちパンを食べ20m

走り，しりでつぶしてゴールする（60m）

なわとぴ20m，タイヤころがし50m，はしごをぐぐり，南京袋に

入ってうさぎとびをし左がらゴールする（150皿）

白一小，白二小，白石幼稚園，めぐみ幼稚園，ひかウ幼稚園

東保育園，西保育園，南保育園

宮城ふるさと音頭，よされ大漁

（勿　100m競走に出場する者は，直ちに出場できる服装で開会式に出ることo

（3）出場者は氏名年令を申込書に記入し9月20日必着で，大会事務局（市教委社会教育課）へ

　提出することo

（4）町内各地区対抗の部は，区長或は，町内体育係，又は各地区の公民館長，体協支部長を経由

　して9月20日必着で大会事務局へ提出することo

（5）民謡おどりの申込みは，各団体の責任者がとりまとめて大会事務局へ提出することo

（6）選手集合は，当該競技開始20分前まで集合のことo

（7）競技の②④⑤⑥は小学生を除くことo

・・キ・　　　一リ…　　　一ト・ フ・・　　線・r・

第46回白石市民体育大会申込書

　　　　　　　　　　　　　地区又は町内名

種　　目 氏 名 年令 性別 備 考

◎　この申込書で区長或は町内体育係，又は地区の場合は公民館長，体協

　支部長へ申込みくださいo



自石市民体育大会要項
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前
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第46回白石市民体育大会
白石市体育協会，白石市公民館

白石市，白石市教育委員会，白石市行政区長会連合会，白石商工会議所

昭和49年10月10日（体育の日）雨天の場合13日（日）

開会式　午前9時　参加者集合　午前8時30分

白石第二小学校　校庭
昭和49年9月1目現在白石市居住者

大会前日（9日）午後2時　白石第二小学校

（1）広　　報（旧町内）　　広報車2台　（公民館，会長車）

（2）会場準備（午後1時）

8．入場行進　参加チーム10名以上として10名増すごとに参加点1点を加えるo但し’，最高

　　　　　3点までとするo小中学生は選手のみとするo　◎アイデア賞贈るo

　　入場行進順（白石中学校プラスバンド）

①本郷第三②南町
⑦亘理町　⑧短ケ町

⑬清水小路⑭寿町
⑲鷹ノ巣　⑳上郡山

⑳大平　⑳大鷹沢

町
町
町
山
川

田
新
柳
郡
白

③
⑨
⑮
⑳
⑳

　
　
四

町
岡
第
川
原

　
益
郷

長
東
本
斎
小

⑥
⑫
⑱
⑳
⑳

町
岡
策
河
谷

　
益
郷

中
中
本
越
深

⑤
⑪
⑰
⑳
⑳

　
　
一

町
岡
第
倉
岡

　
益
郷
下

本
西
本
小
福

④
⑩
⑯
⑳
⑳

9．競技種目

※町内、各地区対抗（同一人が（イ）の中から1種目，（・）の中から1種目選べる）

（・）く

　　　　　　　男子200m，一般女子100皿，男子200m
④玉入競技年令制限なし，女子20名以下とする。1分間競技で勝敗を決定す、

　　　　　　　るo　（参加点1点を加える）
⑤綱引競技各チーム自治会幹部又は公民館長を指揮官として15名以内で組織

ヒ　　　　　　　する015秒競技で勝敗を決するQ
⑥ダ　ー　ビ　ー　男子2名，女子2名を各1組とし，4組，馬をかついで200皿の継

　　　　　　　走を行うo　（参加点1点）

※継走の部
　　⑦兄弟リレー小学生以上3名1組，血族であることQ300皿を走るQ
　　⑧親子三代リレー　直系祖父母（30皿），父母（150皿），孫（50切で3名1組とする・

　　⑨親子リレー小さい子供（50皿），母（50⑳，大きい子供（50皿），父（50m）走るo

　　　　　　　　　（⑦，⑧に出たものは出場できないo）
　　⑩おしどリ競走150m）夫が50皿走り50m地点で夫婦がうでをくんで50m走り，100m地

　　　　　　　　　点で夫婦で顔にバレーボールをあて50m走ってゴールするo

　　⑪職場対抗リレー　男子3名1人150m　女子1名50皿走る・（同一職場からは2チー鴫

　　　　　　　（500皿）　　　　　　　　　　　　　　　　　まで）


